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お互いの位置情報を
通知できる

W32SAは、au（KDDI）のCDMA2000

1xWIN対応の最新携帯電話。テレビや

FMラジオの視聴が可能な、定額制デー

タ通信（ダブル定額ライト）などに対応して

いる。

この端末は、KDDIが提供する新しい

位置情報サービス「安心ナビ」対応機種

の1つだ。安心ナビとは、簡単にいえば

対応する携帯電話同士ならば、他の端末

の位置をメールによって取得できるという

もの。auのほとんどの携帯電話にはGPS

を応用した位置測定機能があり、相手の

携帯電話が取得した現在位置をメールな

どで取得できる機能である。具体的に

は、「エリア通知」「位置確認メール」「いつ

でも位置確認」の3つのサービスからなり、

「いつでも位置確認」のみ月額315円の料

金がかかるが、残り2つは特に月額料金

は不要だ（どれも通信料金が発生する）。

自分の位置を人に教えて何がおもしろ

いのかというと、これは親が子供の居場

所を確認したり、外回りの営業マンが現

在どこを巡回しているかを確認したりす

るためのものなのだ。子供を持つ親に

E911という法律（2001年施行）で、通信事

業者は、緊急通報時に端末の位置を特定

できるようにしなければならなくなったこ

ともあり、Qualcomm社は、GPS機能を搭

載した携帯電話チップセットを開発した。

現在のものは、Qaulcomm社に買収され

たSnapTrack社の技術をベースにしたも

ので、携帯電話で受信した信号とネット

ワーク経由で接続したサーバーの補助に

よって位置を算出するもの。CDMA2000

の基地局は、基地局間で時間を正確に同

期させるためにもともとGPSを利用する

システムになっている。かつ端末が複数

基地局と同時接続できることもあり、ネッ

トワークを使うことで単体のGPS機器よ

りも高速に位置測定が可能になる。この

技術をgpsOneと呼ぶ。

ただ、昨今の社会状況を考えて、子供

の居場所確認といったサービスにしたて

たのはさすがだ。以前にも他の携帯電話

の位置検索サービスとして「EZお探しナ

ビ」はあったが、わりと操作が繁雑で、し

かもチケット制だったために利用しづら

く、目立たないサービスだった。そこで、

端末の操作を簡単にし、かつメニューも

統一して、誰でも使いやすくしたのが「安

心ナビ」だ。ケータイ1つで安心を手に入

れられるならば、子供を持つ親だったら

一度は購入を考えてしまうサービスといえ

るだろう。

ただし、残念なのがこのサービスはau

の対応端末でしか使えない点だ。こう

いったサービスは、他のキャリアでもぜひ

開始して欲しい。そしてキャリア間の垣

根を越えて利用可能になれば、より利用

価値が上がるだろう。
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au W32SA
（KDDI）

塩田紳二

とって、現在は安心できる時代ではない。

毎日のように親の不安を誘うような事件が

起こる。かといって、子供を家に閉じこめ

ておくわけにもいかない。というわけで登

場したのがこのサービス。これを使うこと

で、特定のエリアへの出入りや現在位置

を親の携帯電話から確認できるのである。

エリア通知は、指定時刻に特定の場所

に入ったか（あるいは出たか）を通知する

もの。たとえば、学校や塾にちゃんと行っ

たのかどうかを確認できる。

「位置確認メール」と「いつでも位置確

認」は、「問い合わせメール」を出して、相

手端末の現在位置を取得するもの。ただ

し、「位置確認メール」では、その都度、

相手の端末側で手動で応答する必要が

ある。これに対して有料の「いつでも位

置確認」は、自動で応答が可能。ナビメ

ニュー全体にパスワードでロックが可能な

ので、子供が設定を変更しないようにも

できる。

位置検索が簡単な
CDMA2000

auが採用するCDMA2000は、米国

Qualcomm社の技術である。米国では、

日進月歩するデジタル製品を、「使い勝手」ではなく、「実装

された新技術」と「製品の革新性」をテーマにレビューして

いくコーナー。

携帯を持った子供の居場所が
わかる安心ナビ対応携帯電話
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カラーリングは写真の

レイヤードオレンジの

ほか、デュアルブラウ

ンとグルービングシル

バーがある。

豊富な機能を持っている

が、デザインとしてはス

タンダードなもの。液晶

ディスプレイの下部には、

ステレオツインスピー

カーが搭載されている。

「安心ナビ」のメニュー画面。無料で利用

できる「位置確認メール」と、有料サービス

の「いつでも位置確認」がある。

「位置確認メール」で、確認したい相手を選

ぶと、相手に位置を問い合わせるメールが

届き、位置を教えるかどうかを選択できる。

同意するとGPSで位置を測定して、相手

に通知する。状況によってはGPSの測定

に誤差が生じるため、誤差のレベルがアン

テナの数で表される。

地図の表示を選ぶと、EZナビウォークが

起動して位置情報が表示される。このまま

その地点までのナビが可能。

W32SAは、auのCDMA2000 1xWIN対応の三洋電機製の端末。5月に発表さ

れた安心ナビやEZテレビなどのサービスに対応している。また、データ

通信の定額サービスにも対応。

音楽再生やダウンロードなどに加えてテレビやFMラジオの視聴が可能で、FMトランスミッターを

内蔵し、カーステレオなどで音楽を聴くこともできる。

オートフォーカスの126万画素CCDカメラを内蔵し、記憶メディアにはminiSDカードを採用。

［Reviewer's View］
テレビやFM、音楽再生に加え、安心ナビが利用可能なW32SA。親が子供の居場所を調べることができる安心ナビは、子供が心配な親

御さんの必需品かかもしれない。CDMA2000チップセットはgpsOne技術を採用しており、ネットワークとGPSを併用した位置検出

が簡単になっている。このため、auだけが位置を利用したサービスを展開している状態。安心ナビは、その技術と昨今の社会状況をうま

く組み合わせたサービスである。
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て、好きなときに聞けるし、中断、再開も

自由。また、iTunesが定期的にデータを

チェックしてダウンロードしてくれるので、

録音の手間もない。

なによりもいいのは、音声なので、何か

しながらでも聞くことができる点。通勤時

に聞いてもいいし、何かしながら聞くこと

もできる。このあたりが映像とは違う。音

楽と違ってコマーシャルを入れることもで

きるので、新しい広告メディアと考える人

もおり、米国では個人が行っているPod-

castingに大手企業がスポンサーに付い

た例もある。

特殊な機能は必要ないので、他社の製

品でも今後は対応するところが出てくるだ

ろう。今年はちょっと流行になるかもしれ

ない。
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iPod 60GB
（アップルコンピュータ）

Podcastingや写真に対応した
ハードディスク内蔵プレーヤー

Podcastingってなに？

iPodといえば、今や携帯用音楽プレー

ヤーの代表といえる製品だ。最新モデル

では、全機種カラー液晶を装備したので、

かつてのiPod、iPod Photoという区別が

なくなり、再び iPodという名称に統一さ

れた。

この最新の iPodと、iPod用のソフト

ウェアである iTunes 4.9から、Podcast-

ingという機能が加わった。簡単にいえ

ば、ラジオ番組を録音して聞くようなもの

だ。Podcastingとは、ラジオ番組のように

音声による会話などを録音したサウンド

ファイルをインターネット上で配布すること

で、実際のラジオ番組の録音もあれば、

独自の番組として配布されているものもあ

る。個人でも簡単にできるので、中には

ブログ代わりに自分のトークを音声ファイ

ルにして、Podcastingとして配布する人も

いる。Podcastingは、自分で音声を録音

し、RSSデータを用意してインターネットで

公開するだけでよい。最近のブログサー

ビスの中には、音声ファイルをアップロー

ドすると、自動的にRSSデータを生成し

てくれるところもある。

新しいメディアに流行の兆し

いまさらラジオ、と思った方もいるかも

しれないが、インターネットから音声デー

タをダウンロードすることで、少なくとも音

質などは受信状態に左右されず、

聞いている感じとしては、朗読CD

や安定したFM放送を聞いている

かのようである。また、ラジオ番組と違っ

［Reviewer's View］
ラジオ番組などの音声ファイルとRSSで

配信されるPodcastingは、内容はラジ

オ的だが、ラジオのような受信状態や放

送時間に影響されない点で、まったく違っ

たメディアと見ることもできる。また、

Blogのように個人が発信できるというメ

リットもある。

放送メディアとインターネットの融合の具

体的な姿ということもできるだろう。シス

テム的には難しい技術ではなく、他社のプ

レーヤーも追随するのではないか。そう

なると今年の流行の1つなのかも。

iPodの現行機種はすべてカラー液晶を装備している。このため、写真や

ジャケットの表示などが可能。また、iTunes 4.9

からは、ラジオ番組などを収録したPodcasting

と呼ばれる音声データをインターネットから自動

的にダウンロードできるようになった。Pod-

Castingには、従来機種もアップデートで対応が

可能。

iPodは家電的な製品ではあるが、PCのように

サードパーティーの周辺機器ビジネスができるよ

うにコネクターなどが公開されていてパソコン的

な面もある。
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ImPhone
（エニーユーザーグローバル）

USBでPCにつなぐだけで使える
インターネット電話システム

専用USBデバイスを使う
IP電話

VoIPを使ったいわゆるインターネット電

話サービスは、すでに多くの会社が運営

を行っている。多くの会社が参入してい

るため競争が厳しく、どのように差別化を

行っていくのかが問題になるわけだが、

このImPhoneは、USBメモリー型の専用

デバイス（ImPhone端末）を使う方式を採

用した。

簡単にいえば、PCにデバイスを装着す

れば、ソフトウェアが自動起動し、USBデ

バイスに接続したイヤホンマイクで通話が

可能になる。なので、インターネットにパ

ソコンがつながった環境ならどこでも通

話できるわけだ。デバイスはUSBメモ

リーにもなっているため、そこにプログラ

ムや電話帳が格納されている。ただし、

USBデバイスを使う関係で、使えるのは、

Windows 2000/XPが動くパソコンに限

られる。

料金をみると、ImPhone同士は無料、

国内固定電話で3分7.8円、携帯電話で

17.3円/分（ともに月額支払いプランの場

合）となっている。料金プランは、月額350

円の月額支払いプランと月額料金が不要

なプリペイドプランの2つ。どちらの場合

も3,970円のImPhone端末（イヤホンマイ

ク付き）を購入して利用する。

ソフトとハードと設定が
1つになった

ソフトだけの通話サービス、たとえば

Skypeでは他のマシンで使うときには、別

途インストールや自分のIDなどを設定す

る必要があり、いざ新たに設定しようとし

たときに自分のIDがわからないなんてこ

とがよくある。このImPhoneならば、USB

デバイスにソフトウェアからハードウェア、

設定まですべてを入れて持ち歩ける。つ

［Reviewer's View］
現在では、さまざまなIP電話サービスが

あり、競争も激しい。ImPhoneは、専用の

USBデバイスを使うサービスで、デバイ

スを装着すれば、ソフトウェアが自動的に

インストールされ、利用可能になる。完全

なソフトウェアによるサービスよりもわか

りやすい部分もある。どのパソコンから

使っても常に同じ設定で利用できるのは

便利。一般電話や携帯電話への発信が可

能で、月額料金が不要なプリペイドプラン

もある。

ImPhone は、USBに接続す

る 専 用 デ バ イ ス

（ImPhone端末）を使うIP電話サービス。デバ

イスは、USBメモリーにもなっており、ソフト

ウェアやドライバー、各種の設定ファイル、電話

帳などが保存される。これを装着すれば、どこで

も同じ設定で通話が可能。デバイスにイヤホンマ

イクをつなげて使う。料金プランには、月額支払

い（350円）とプリペイドの2種あり、一般電

話宛ての通話で3分7.8円から。音声だけでな

くウェブカメラを使ってのビデオ通話にも対応。

着信転送サービスなどもある。

まり、このデバイス1つで完結していると

言えるのだ。ソフトのみの通話サービスよ

りも、この方が初心者にはわかりやすい

かもしれない。

固定電話やIP電話などの通話サービ

スは、いまやいろいろなサービスが乱立

状態。さらに、さまざまな割引サービスな

どもあり、固定電話などでも料金はかな

り安くなってきた。このため、IP電話とい

えども、料金的には以前のような大きな差

がなくなってきたため、今後は、サービス

や利用のしやすさといった点がポイントに

なるのではないだろうか。
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